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本マニュアルは以下のような構成になっています。

第1章　はじめに
本製品の概要と各部の名称について説明します。必ずお読みください。

■必ずお読みください

このマニュアルの構成

第2章　インストレーション
本製品を設置する手順について説明します。

■ご使用方法

付録A 設置環境への注意
設置する環境についての注意です。

付録B 仕様
本製品の仕様について説明します。

■付録

User’s Manual   Version 1.1 No.PMN-02-06-YT-GW-AP11H

●マニュアル内の表記について
本マニュアル内では製品の名称を本製品と表記します。区別が必要な場合は製品型番で表記します。

●記載の会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。

第3章　アクセスポイントを設定するための準備
本製品を設定するための、コンピュータの設定について説明します。

第4章　WEBブラウザを使用したアクセスポイントのセットアップ
本製品をWEBブラウザから設定する手順について説明します。

第5章　Windows用設定ユーティリティを使用した設定
本製品をWindowsからユーティリティを使用して設定する方法を説明します。
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はじめに

第1章

7

GW-AP11Hは、ワイヤレスLANネットワークと既存のイーサ
ネットネットワークを接続するための変換ブリッジです。本
製品を使用することで既存のイーサネットネットワーク資
産を利用したワイヤレスLANネットワークをシームレスに構
築することが可能です。IEEE802.11およびIEEE802.11bに準
拠し伝送速度は、11Mbps/5.5Mbps/2Mbps/1Mbpsに対応して
います。ローミング機能により端末がサービスセット間を移
動してもアクセスポイントを再認識させること無く使用可
能です。またESSIDやWEPなどの機能を使用する事によりよ
り堅牢なセキュリティを保つことが出来ます。

は
じ
め
に

1

1

図1-1 ワイヤレスLAN構築図
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は
じ
め
に

1 2
●IEEE802.11/802.11b 準拠
●IEEE802.3 10BASE-T 準拠
●ARIB STD-33A/STD-T66 準拠
●ノイズに強いDS-SS方式
●免許が不要な2.4GHz周波数帯を使用（14ch）
●11Mbps/5.5Mbps/2Mbps/1Mbpsを自動認識
●ESSIDおよびWEP機能、MACアドレスフィルタリングに
より堅牢なセキュリティを実現
●最大80mまでの通信距離（屋内使用時、見通し距離）
●アンテナ内蔵のスリムデザイン
●アクセスポイントのステータスが簡単に確認出来る2つの
LEDを装備
●異なるアクセスポイント間を端末が移動可能なローミン
グ機能に対応
●Webブラウザによる簡単設定
●Windows用セットアップユーティリティ付属

パッケージに以下の付属品が含まれていることを確認して
ください。

●GW-AP11H Wireless LANアクセスポイント
●ACアダプタ
●ユーティリティCD-ROM
●このユーザーズマニュアル
●LANケーブル（1m）

不足品がある場合は、販売店または弊社テクニカルサポー
トまでご連絡ください。

3
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■側面図
本製品側面にはアクセスポイントのステータスを表示する2
つのLEDを備えています。

「Ethernet LED」
ポートのリンクが10Mbpsで確立すると点灯します。LANポ
ートが通信中は点滅します。

「Wireless LED」
電源が供給されていると点灯します。ワイヤレスインター
フェィスが通信中は点滅します。

は
じ
め
に

14

図1-2 GW-AP11H側面図
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は
じ
め
に

■背面図
GW-AP11H背面にはハブとの接続用のLANポートとLANポ
ートの結線切り替えスイッチを備えています。

「電源コネクタ」
ACアダプタを接続します。

「LANポート」
10BASE-Tツイストペアケーブル接続用のRJ-45ポートです。
アップリンクポートとして使用します。

「MDI/MDI-X切り替えスイッチ」
RJ-45ポートのクロス、ストレートを切り替えるスイッチ
です。

「リセットボタン」
本製品の設定を工場出荷時状態に戻します。先の細いドラ
イバ等で押して下さい。

1

図1-3 GW-AP11H背面図
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は
じ
め
に

1■底面図

「品番」
本製品の製品型番です。

「シリアルナンバー」
本製品のシリアルナンバーです。製品外箱に記載されてい
るものと同じ番号です。ユーザ登録時に必要となります。ま
た、製品故障時などにサポートを受ける場合にも必要にな
ります。

「MACアドレス」
本製品のMACアドレス（物理アドレス）です。

図1-4 GW-AP11H底面図
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は
じ
め
に

1



インストレーション

第2章

13

本製品を設置する際には必ず以下の点をお守りくださいま
すようお願いします。

●湿気の多い場所に設置しないでください。
●チリやほこりの多い場所には設置しないでください。
●直射日光のあたる場所や温度の高い場所には設置しない
でください。
●内部に熱がこもる原因となりますので、周囲にはなるべ
く空間を空けてください。

1

イ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

2

の章では本製品の設置方法及び接続方法について説明します。こ
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イ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

本製品は、デスクトップ上などの平らな場所に設置して使
用して下さい。2

2

図2-1 設置
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本製品背面の電源コネクタに付属のACアダプタを接続し
ます。

ACアダプタをAC100Vコンセントに接続します。

側面のWireless LEDが点灯することを確認してください。
ACアダプタは必ず付属のものを使用してください。付属以
外のACアダプタの使用は、製品の故障、誤動作等の原因と
なります。付属以外のACアダプタを使用した場合の故障は
保証の範囲外となります。

2. イ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

2

3
1.

3.
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イ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ワイヤレスネットワークを既存の有線ネットワークに接続
するためには本製品をハブ又はブロードルーターに接続す
る必要があります。

ストレート結線されたLANケーブルを用意してください。ケ
ーブルの最大長は100mです。

背面にあるLANポート切り替えスイッチをIIに合わせます。

LANケーブルの一端をハブの標準ポートに差し込みます。

LANケーブルのもう一端をアクセスポイントのLANポート
に接続します。接続先の機器が正しく動作していれば、本製
品側面のEthernet LEDが点灯します。

2

4

1.

2.

3.

4.

ハブのUP-Linkポートに接続する場合はLANポート切り替えスイッチをXに切
り替えてください。また、コンピュータに直接接続される場合にもLANポート
切り替えスイッチをXに切り替えてください。

注意



の章ではアクセスポイントを設定するためのコンピュータの設
定について説明します。本製品は設定をWEBブラウザ上から行

います。本章の手順に従ってご使用のコンピュータのネットワークの
設定を行ってください。

アクセスポイントを
設定するための準備

第3章

17

ここでは各コンピュータ毎の設定について説明します。ご
使用のOSの説明を参照に設定してください。

■Windows 95/98/Me

コンピュータにLANアダプタ、またはワイヤレスLANアダ
プタがインストールされ、正常に認識されていることを確
認してください。インストールされていない場合は、LANア
ダプタのマニュアルを参照してインストールを行ってくだ
さい。

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備

3

1

こ

1.
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コンピュータにTCP/IPプロトコルがインストールされてい
ることを確認します。「スタート」メニューから「設定」→
「コントロールパネル」→「ネットワーク」と選択してくださ
い。「現在のネットワークコンポーネント」の欄に「TCP/IP」
が表示されているか確認してください。インストールされ
ている場合は手順5に進んでください。

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備

3

2.



インストールされていない場合は「追加」ボタンをクリック
し、「インストールするネットワークコンポーネント」から
「プロトコル」を選択して「追加」ボタンをクリックしてくだ
さい。

ネットワークプロトコルの選択で「製造元」に「Microsoft」
を選択し、「ネットワークプロトコル」には「TCP/IP」を選択
して「OK」ボタンをクリックしてください。ネットワークの
プロパティの画面に戻ります。

19

3.

4.

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備
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「TCP/IP」を選択し「プロパティ」ボタンをクリックしてく
ださい。「TCP/IPのプロパティ」画面が表示されるので、「IP
アドレス」タブをクリックしてください。画面内の「IPアド
レスの指定」オプションを選択し、I Pアドレスに
「192.168.1.x」（xは1～99，101～254の任意の値）、サブネッ
トマスクに「255.255.255.0」と入力してください。［OK］ボ
タンをクリックしてから、コンピュータを再起動してくだ
さい。

5.

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備

3
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■Windows 2000/XP

コンピュータにLANアダプタ、またはワイヤレスLANアダプ
タがインストールされ、正常に認識されていることを確認
してください。LANアダプタがインストールされていない場
合は、LANアダプタのマニュアルを参照してインストールを
行ってください。

コンピュータにTCP/IPプロトコルがインストールされてい
ることを確認します。

・Windows 2000
「スタート」メニューから「設定」→「コントロールパネル」
→「ネットワーク」と選択してください。「チェックマークが
オンになっているコンポーネントがこの接続で使用されてい
ます」の欄に「TCP/IP」が表示されているか確認してください。
インストールされている場合は手順5に進んでください。

1.

2. ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備
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・WindowsXP
「スタート」メニューから「ネットワーク接続」と選択してく
ださい。「ローカルエリア接続」アイコンを右クリックして、
「プロパティ」を選択します。「この接続は次の項目を使用し
ます」の欄に「インターネットプロトコル（TCP/IP）」が表示
されているか確認してください。インストールされている
場合は手順5に進んでください。

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備

3
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インストールされていない場合は「インストール」ボタンを
クリックし、「インストールするネットワークコンポーネン
ト」から「プロトコル」を選択して「追加」ボタンをクリック
してください。

ネットワークプロトコルの選択で「製造元」に「Microsoft」を
選択し、「ネットワークプロトコル」には「インターネットプ
ロトコル（TCP/IP）」を選択して「OK」ボタンをクリックし
てください。ネットワークのプロパティの画面に戻ります。

3.

4.

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備
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「TCP/IP」を選択し「プロパティ」ボタンをクリックしてく
ださい。「TCP/IPのプロパティ」画面が表示されるので、「IP
アドレス」タブをクリックしてください。画面内の「次のIP
アドレスを使う」オプションを選択し、IPアドレスに
「192.168.1.x」（xは1～99，101～254の任意の値）、サブネッ
トマスクに「255.255.255.0」と入力してください。［OK］ボ
タンをクリックしてください。

5.

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備

3



25

■Macintosh

アップルメニューから「コントロールパネル」→「TCP/IP」
と選択してください。

TCP/IPの設定ウィンドウの「設定方法」を「手入力」に設定
してください。

IPアドレスに「192.168.1.x」（xは1～99，101～254の任意の
値）、サブネットマスクに「255.255.255.0」と入力してくだ
さい。

TCP/IPの設定ウィンドウを閉じて、Macintoshを再起動して
ください。

1.

2.

3.

4.

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備
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■その他のコンピュータまたはOS
ご利用のコンピュータまたはOSのマニュアル及びドキュメ
ントを参照にして、ネットワークプロトコルをTCP/IPに設
定してください。IPアドレスを「192.168.1.x」（xは1～99，
101～254の任意の値）、サブネットマスクに「255.255.255.0」
に設定してください。

アクセスポイントは工場出荷時の設定で「192.168.1.100」に設定されて
います。コンピュータに割り当てるIPアドレスには「192.168.1.100」以
外を割り当ててください。また、IPアドレスは他のネットワーク機器とも重
ならないようにしてください。

注意
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備

3
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ここでは本製品の設定画面へのアクセス手順について説明
します。

コンピュータが起動したら、WEBブラウザを起動してくだ
さい。

WEBブラウザのURLを入力する欄（Netscapeでは「場所」、
Internet Explorerでは「アドレス」）に本製品のデフォルトIP
アドレス「192.168.1.100」を入力し、Enterキーを押してく
ださい。

本製品にログインするための認証ダイアログボックスが表
示されます。ユーザー名とパスワードを空欄のままで「OK」
ボタンをクリックしてください。

2

1.

2.

3.

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備
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本製品のWEB設定画面が表示されます。

WEB設定画面が表示されない場合は以下の項目を確認して
ください。
・コンピュータのネットワークアダプタは正常に動作して
いるか確認してください。Windowsではデバイスマネー
ジャでLANカードが正常に動作しているか確認してくだ
さい。
・コンピュータまたはLANカードのマニュアルを参照して
ネットワーク設定を確認してください。
・コンピュータのTCP/IPの設定が間違っている可能性があ
ります。IPアドレスの設定を確認してください。
・使用しているWEBブラウザで、プロキシが設定されてい
ると設定画面が表示されません。プロキシを使用しない
設定にしてください。Internet Explorerでは「表示（ツール）」
→「インターネットオプション」→「接続」、Netscapeでは
「編集」→「設定」→「詳細」にプロキシの設定項目があり
ます。

4.

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備

3



製品はWEBブラウザを使用してセットアップを行います。第3
章の手順に従ってWEB設定画面にアクセスしてください。

WEBブラウザを使用した
アクセスポイントのセットアップ

第4章

29

■基本情報
右上の［情報］ボタンをクリックすると表示されます。また、
WEB設定画面にアクセスしたときに最初に表示される画面
です。ここでは本製品の基本情報が表示されます。

W
E
B

ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
用
し
た
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

4
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「ファームウェア」
本製品の現在のファームウェアバージョンです。

「MACアドレス」
本製品のMACアドレスがです。製品の底面に記載されてい
るアドレスと同じ値が表示されます。

「IPアドレス」
アクセスポイントに現在割り当てられているIPアドレスです。

■アクセス
右上の［アクセス］ボタンをクリックすると表示されます。
ここでは本製品に接続されているクライアントの情報が表
示されます。

W
E
B

ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
用
し
た
ア
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「MACアドレス」
本製品を経由して接続している無線クライアントのMACア
ドレスです。

「待機時間」
接続されているクライアントが通信を行っていない時間
です。最後にパケットを送信/受信してからの経過時間です。
通信を再開すると0分に戻ります。

■無線設定
右上の［無線］ボタンをクリックすると表示されます。ここ
では本製品の無線部分の基本的な設定を行います。
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32 GW-AP11H

「アクセスポイント名」
アクセスポイントを識別する為に任意の名前を設定でき
ます。複数のアクセスポイントをご利用の場合には個別の
名前を設定する事を推奨します。デフォルトでは“GW-
AP11H”に設定されています。

「ESSID」
ESSIDの設定をできます。ESSIDはワイヤレスクライアン
トを特定のAPに接続させたい場合に有効です。クライアン
トとアクセスポイントのESSIDを同じ値に設定する事でク
ライアントはそのアクセスポイントとのみ接続します。

「チャンネル」
アクセスポイントの使用するチャンネルを設定します。近
くに別のアクセスポイントがある場合は、なるべく各アク
セスポイントのチャンネルを離した値に設定する事を推奨
します。同じ電波領域内では4個以上のアクセスポイントが
あると電波干渉の可能性が出てきます。

「基本速度（Mbps）」
クライアントがアクセスポイントに接続するときの速度を
設定します。サポートする速度にチェックマークを入れて
ください。複数の速度をサポートすることも可能です。

「使用する速度（Mbps）」
クライアントの受信速度の設定です。クライアントがここ
で設定された速度をサポートしていない場合にはクライア
ントはデータを受信できません。サポートする速度にチェ
ックマークを入れてください。複数の速度をサポートする
ことも可能です。

「送信速度（Mbps）」
ここではアクセスポイントの送信速度です。通常は
Automaticに設定しておくことを推奨します。Automaticで
は、自動的に最適な速度で送信します。
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「プリアンブル」
アクセスポイントの送信するパケットのプリアンブルを設
定します。プリアンブルをShortに設定すると、通信効率が
上がりますが、Shortプリアンブルをサポートしない機器と
接続できなくなります。通常はLongに設定してください。

設定が終了したら、［保存］ボタンをクリックしてください。
「設定変更」画面が表示されますので、［再起動］ボタンを押
してください。再起動後に設定が反映されます。

■詳細設定
右上の［詳細］ボタンをクリックすると表示されます。ここ
では本製品の無線部分の詳細な設定を行います。ここで設
定を行うことで電波状態が悪い場合などに通信効率を改善
される場合がありますが、通常の利用においてはデフォル
ト設定でご使用いただくことを推奨いたします。

W
E
B

ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
用
し
た
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

4



34 GW-AP11H

「最大接続数」
アクセスポイントに接続できるクライアントの最大数を設
定します。通信効率等から通常は8台前後の最大接続台数が
適切です。

「ショートプリアンブル」
クライアントからの接続がショートプリアンブルの時のみ
接続できるようになります。ショートプリアンブルを使用
すると、通信効率が上がりますが、ロングプリアンブルの機
器から接続できなくなります。通常は選択しない事を推奨
します。

「フラグメントしきい値」
パケットの分割サイズを指定します。ここで指定されたサ
イズより大きいサイズのパケットは、ここで指定したサイ
ズのパケットに分割されます。電波状態が悪いときや接続
クライアントが多い場合には、この値を小さくすることで
改善されますが、オーバーヘッドが増えるためにスループ
ットは下がります。通常はデフォルト値を推奨します。

「RTSしきい値」
アクセスポイントがここで指定されたサイズ以上のパケッ
トを送信する場合にRTS（Reqest To Send）を送信します。
同一アクセスポイント接続するクライアントが多く、クラ
イアントが相互に認識されない状態（隠れ端末）の場合には
ここの値を小さくすることで改善されます。通常はデフォ
ルト値を推奨します。

「ビーコン間隔」
アクセスポイントのビーコン間隔をミリ秒単位で設定し
ます。ビーコン間隔を小さくすると、クライアントの接続効
率が上がりますが、通信効率が下がります。通常はデフォル
ト値を推奨します。
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「DTIM間隔」
ビーコンにDTIM（Delivery Traffic Identification Maps）を含
める割合を指定します。DTIMは、パワーセーブモードのク
ライアントに対してパケットが待機中であることを通知し
ます。通常はデフォルト値を推奨します。

「パワーマネジメントバッファリング」
この機能を有効にすると省電力機能の為にデータをバッフ
ァリングします。通常は選択しないことを推奨します。

設定が終了したら、［保存］ボタンをクリックしてください。
「設定変更」画面が表示されますので、［再起動］ボタンを押
してください。再起動後に設定が反映されます。
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■セキュリティ

右上の［セキュリティ］ボタンをクリックすると表示されます。
ここでは本製品のセキュリティ機能の設定を行います。

「ESSIDを隠す」
ESSIDをビーコンに含めないようにします。これによりア
クセスポイントのESSIDを読み取られる事が無くなります。
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「ANY拒否する」
ESSIDをANYに設定しているクライアントからの接続を拒
否します。これにより不特定のクライアントからのアクセ
スを防ぐ事が出来ます。この機能を有効にしている場合は、
接続するクライアントは必ずESSIDをアクセスポイントと
合わせておく必要があります。

「WEP設定」
WEPを利用するとパケットを暗号化して送信するために盗
聴される心配がなくなります。しかし、WEPを有効にした
場合には暗号化処理のために若干ながらスループットが低
下します。また、WEPを利用している場合にはクライアン
トとアクセスポイントが同一のWEPキーに設定されていな
い場合には接続することができなくなります。

「WEPを使用する」
WEP機能を有効にする場合にはチェックします。

「WEPキー長」
WEPキー長を64bitまたは128bitから選択します。128bitの方
が強固なセキュリティ機能を持ちますが、変わりに64bitに
比べてスループットが低下します。

「WEPキー」
64bitのWEPキーを選択した場合には16進数（0～9,A～F）で
10文字の任意の値を入力します。128bitのWEPキーを選択
した場合には16進数（0～9,A～F）で26文字の任意の値を入
力します。使用するWEPキーは接続するすべての機器で同
じにする必要があります。

「使用するWEPキー」
使用するWEPキーを設定します。WEPキーを設定した4つ
のキーから選択します。選択されたWEPキーが実際に使用
されます。
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「暗号化されていないデータを拒否する」
暗号されていないパケットを破棄します。

「認証アルゴリズム」
WEPキーの認証アルゴリズムを設定します。認証アルゴリ
ズムは接続する無線機器すべてで合わせる必要があります。

「MACアドレスフィルタリング」
MACアドレスフィルタリング機能は、特定のMACアドレス
以外が送信元になっているパケットを破棄する機能です。
MACアドレスはネットワーク機器それぞれに与えられてい
る唯一の値です。これにより、アクセスポイントに特定の機
器のみしかアクセスできないようにできます。

「フィルタリングを使用する」
MACアドレスフィルタリングを使用する場合にチェックし
ます。フィルタリングを使用すると、全てのMACアドレス
からの通信がフィルタリングされます。

「アドレスの追加」
フィルタリングから除外したいMACアドレスを登録する
には、MACアドレスを入力して［追加］ボタンを押します。

「登録されているMACアドレス」
フィルタリングリストに登録されているMACアドレスです。
ここに登録されている機器からの通信のみがフォワードされ
ます。登録したMACアドレスを削除する場合には、削除する
MACアドレスを選択して［削除］ボタンをクリックします。

設定が終了したら、［保存］ボタンをクリックしてください。
「設定変更」画面が表示されますので、［再起動］ボタンを押
してください。再起動後に設定が反映されます。
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■IPアドレス
右上の［IPアドレス］ボタンをクリックすると表示されます。
ここでは本製品のIPアドレスの設定を行います。

「設定方法」
IPアドレスの設定方法を指定します。IPアドレスを固定で割
り当てる場合には“固定”DHCPサーバからIPを取得する場
合には “DHCP”に設定します。工場出荷時の設定では固
定設定になっています。本製品はWEBブラウザ経由で設定
を行いますので、管理の利便性からIPアドレスは固定設定に
することを推奨します。

「IPアドレス」
IPアドレスを固定する場合にはここにIPアドレスを入力し
ます。工場出荷時の設定では「192.168.1.100」に設定されて
います。
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40 GW-AP11H

「サブネット」
IPアドレスを固定する場合にはここにサブネットマスクを
入力します。工場出荷時の設定では「255.255.255.0」に設
定されています。

「ゲートウェイ」
IPアドレスを固定する場合にはここにデフォルトゲートウ
ェイを入力します。

「アップグレードの許可」
ファームウェアのアップグレードをする場合にはここにチ
ェックをします。ファームウェアのアップグレードを禁止
する場合には、このチェックを外します。

設定が終了したら、［保存］ボタンをクリックしてください。
「設定変更」画面が表示されますので、［再起動］ボタンを押
してください。再起動後に設定が反映されます。
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■管理画面
右上の［管理］ボタンをクリックすると表示されます。ここ
では本製品の管理者用の設定を行います。

「パスワードの変更」
ここではアクセスポイントへのログイン用のパスワードの
変更をします。「新しいパスワード」と「パスワードの確認」
に新しく設定するパスワードを入力して［パスワードの変
更］ボタンを押します。パスワードが変更されますので忘れ
ないようにして下さい。

「再起動」
ここではアクセスポイントを再起動します。［再起動］ボタ
ンを押すと確認ダイアログが表示されます。［OK］を押すと
再起動します。設定を変更した後には必ず再起動します。
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「デフォルト設定に戻す」
ここではすべての設定を向上出荷時の状態に戻します。［デ
フォルト］ボタンを押すと確認ダイアログが表示されます。
［OK］を押すと設定がすべて工場出荷時の状態に戻ります。
再起動後に設定が反映されます

設定が終了したら、［再起動］ボタンをクリックして必ず再
起動してください。再起動後に設定が反映されます。

■ヘルプ
右上の［ヘルプ］ボタンをクリックすると表示されます。こ
こでは本製品の設定に関する説明が記述されています。右側
のメニューから参照にしたい項目をクリックしてください。
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製品は付属のWindows用ユーティリティを使用して設定を行
うことができます。ここでは設定手順について説明いたします。

Windows用設定
ユーティリティを使用した設定

第5章

43

ここではWindows用設定ユーティリティのインストール手
順について説明します。

本製品付属のユーティリティCD-ROMをCD-ROMドライブ
に挿入します。

「スタート」メニューから「ファイル名を選択して実行」を選
びます。

名前にD：¥utility¥setup.exe（CD-ROMドライブがDドライ
ブの場合）を入力して［OK］ボタンをクリックします。
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設定ユーティリティのインストーラーが起動します。［次へ］
ボタンをクリックします。

「ユーザー名」と「会社名」を入力するウィンドウが表示され
ますので、任意の名前を入力します。［次へ］ボタンをクリッ
クします。
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インストール先のフォルダを指定するウィンドウが表示さ
れます。インストール先を変更する場合には［参照］ボタン
をクリックします。［次へ］ボタンをクリックします。

スタートメニューへの登録名を入力するウィンドウが表示
されます。［次へ］ボタンをクリックします。

6.

7.
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46 GW-AP11H

インストールが開始されます。インストール完了のウィン
ドウが表示されたら［完了］ボタンをクリックしてください。
インストールはこれで完了です。

8.
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ここでは本製品の起動方法について説明します。

「スタート」メニューから「プログラム」→「PLANEX」→
「GW-AP11H_EN11H Utility」を選択します。

GW-AP11H設定ユーティリティが起動します。自動的にネ
ットワーク上のアクセスポイントを検索して、アクセスポ
イントの一覧が表示されます。

1.

2

2.

アクセスポイントの一覧に何も表示されない場合は第3章を参照にしてIPア
ドレスの確認をしてください。

注意
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48 GW-AP11H

ここではユーティリティを使用して設定できることについ
て説明します。

■WEBブラウザによる設定画面の表示
表示されているアクセスポイント一覧から設定画面を表示
させたいアクセスポイントをダブルクリックしてください。
自動的にWEBブラウザが起動して設定画面が表示されます。

■アクセスポイントの検索
ツールバーの［Edit］から［検索］を選択します。ネットワー
ク上にあるアクセスポイントが検索され一覧表示されます。
アクセスポイントが表示されない場合は、アクセスポイン
トとコンピュータのサブネットが範囲外の場合があります。
IPアドレスの確認をしてから再度検索してください。

■IPアドレスの設定
ツールバーの［管理］から［IPアドレスの設定］を選択して
ください。IPアドレスの設定画面が表示されます。DHCPサ
ーバからIPアドレスを取得する場合は［DHCP］を選択して
ください。IPアドレスを固定で設定する場合は［固定設定］
を選択して、IPアドレスを入力してください。新しいIPアド
レスは再起動後に有効になります。

■ファームウェアのアップデート
ツールバーの［管理］からファームウェアのアップデート
を選択してください。アップデート画面が表示されますの
で、ファームウェアファイルをフルパスで指定して、［アッ
プデート］ボタンを押してください。ファームウェアのア
ップデートが開始され、アクセスポイントが自動的に再起
動します。

3
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設置環境への注意

付録A

49

ワイヤレスLANはケーブルの配線や工事等が必要ないため
誰でも簡単に使用することが可能ですが設置場所または通
信したい端末との間に以下の物質を使用した遮蔽物がある
場合は、転送速度の低下あるいは通信出来ないなどの問題
が生じます。安定した通信を行うには出来る限りこれらの
環境要因を避けて設置してください。
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仕様

付録B

51

準拠する規格
●無線部 IEEE802.11/802.11b,ARIB STD-33A/STD-T66準拠
●有線部 IEEE 802.3 10BASE-T イーサネット

伝送速度
●無線部 11/5.5/2/1Mbps（オートセンシング）
●有線部 10Mbps

＜ネットワークケーブル＞
10BASE-T カテゴリ3、4、5ツイストペアケーブル（100m）

＜周波数帯＞
2.4～2.497GHz

＜通信距離＞
80ｍ（屋内使用時、見通し距離）
※環境により上記距離を満たせない場合があります。

＜アンテナタイプ＞
チップアンテナ

＜インターフェイス＞
RJ-45 MDI/MDI-X 10BASE-T

＜LEDインディケータ＞
Ethernet, Wireless

＜消費電力＞
2.1W

＜外形寸法＞
108.5mm×76mm×44.5mm

仕
様

B
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＜重量＞
97g

＜動作温度＞
0～40℃

＜動作湿度＞
35～85%（結露しないこと）

＜EMI＞
VCCI class B
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この度は弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

弊社では製品をお買い上げいただいたお客様にユーザー登録をお願

いしております。ユーザー登録を行っていただいたお客様には新製

品情報、バージョンアップ情報、キャンペーン情報等さまざまな情報

を提供させていただきます。また、製品の故障等でユーザーサポート

をお受けになるにはお客様のユーザー登録が必要となります。ぜひ

ユーザー登録を行ってくださいますようお願いいたします。

ユーザー登録は下記弊社インターネットホームページ上で受け付

けております。ユーザー登録を行って戴いたお客様の中から毎月抽

選でプレゼントを差し上げております。

http://www.planex.co.jp/user/user.htm
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■弊社製品の追加購入
弊社製品のご購入は、販売店様またはPCIダイレクトまで。
ケーブル1本からレイヤ3スイッチまで、お客様が探しているものが見つかります。

〈PCIダイレクト〉
http://direct.planex.co.jp/

■製品に関するお問い合わせ
製品購入前のご相談や、ご質問は弊社専任アドバイザーにお任せください。
ネットワーク導入やシステム構築・拡張など、お客様のお手伝いをいたします。

〈ご質問/お見積もりフォーム〉
http://www.planex.co.jp/lan.htm

■技術的なお問い合わせ・修理に関するお問い合わせ
製品購入後のご質問は、弊社サポートセンターまでお問い合わせください。
豊富な知識をもったサポート技術者が、お客様の問題を解決いたします。

〈お問い合わせフォーム〉
http://www.planex.co.jp/support/techform.htm
受付：24時間
〈電話〉
フリーダイヤル：0120-415977
受付：月～金曜日、10～12時、13～17時
＊祝祭日および弊社規定の休業日を除く
〈FAX〉
ファクス番号：03-5614-1018
受付：24時間

◇お問い合わせ前のお願い
サポートを円滑に行うため、お問い合わせ前に以下のものをご用意ください。
お客様のご協力お願いいたします。
・弊社製品の製品型番とシリアルナンバー
・ご利用のコンピュータの型番とオペレーティングシステム名（Windows XP/Meなど）
・ご利用のネットワークの環境（回線の種類やインターネットサービスプロバイダ名など）
・ご質問内容（現在の状態、症状など。エラーメッセージが表示されている場合はその詳細
を書きとめてください）

■その他
その他のお問い合わせ先は、弊社ホームページからお確かめください。

プラネックスコミュニケーションズ
http://www.planex.co.jp/

注）上記内容は2002年5月現在の情報です。内容は予告なく変更または削除される場合があります。ご了承ください。
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技術的なご質問は、この2ページをコピーして必要事項をご記入の
上、下記FAX番号へお送りください。
プラネックスコミュニケーションズテクニカルサポート担当行

FAX：03-5614-1018

送信日：　　　　　　　　　

部署名

会社名

名前

電　話 ＦＡＸ

E-MAIL

型番
Product No. GW-AP11H

11Mbps 無線LAN アクセスポイント製品名

製造番号
Serial No.

メーカー

型番

① ご使用のコンピュータについて

ネットワーク OS

OS

② ソフトウェア

バージョン

バージョン



63

③ 質問内容
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プラネックスコミュニケーションズ（株）は、本製品についてご購入日より本保証書に記
載の保証期間を設けております。
本製品付属の取扱説明書などに従った正常な使用状態の下で、万一保証期間内に故障・不
具合が発生した場合、本保証規定に基づき無償修理・交換対応を行います。
ただし、次のような場合には保証期間内であっても有償修理となります。
1. 本保証書がない場合。
2. 本保証書に、ご購入日・お名前・ご購入代理店印の記入がない場合、または字句が改
ざんされている場合。
3. 取扱上の誤り、または不当な改造や修理を原因とする故障及び損傷。
4. ご購入後の輸送・移動・落下による故障及び損傷。
5. 火災、地震、落雷、風水害、ガス害、塩害、異常電圧およびその他の天変地異など、外
部に原因がある故障および損傷。
6. 他の機器との接続に起因する故障・損傷。

初期不良交換
保証期間発生日より1ヶ月以内の故障に関しては、初期不良交換サービスの対象となります。
お客様より初期不良である旨申告していただき、弊社がその申告現象を確認した場合に限り、
初期不良品として新品と交換いたします。
ただし、検査の結果、動作環境や相性を起因とする不具合であった場合には、初期不良交
換サービス対象とはなりません。また、当サービスをご利用頂くには、お買い上げ商品の
全ての付属品が揃っていることが条件になります。

◎初期不良・修理依頼の手順（センドバック方式）
弊社では、センドバック（先に修理依頼品をお送りいただき、弊社より修理完了品をご返
却する）方式による修理対応を行っております。
1.本製品に故障・不具合が発生した場合、弊社サポートセンターまでご連絡ください。
お送り先をご案内させていただきます。

プラネックスコミュニケーションズ（株）サポートセンター
フリーダイヤル・0120-415977 FAX・03-5614-1018
Web・http://www.planex.co.jp/support/repair.htm

2.ご案内に従って、修理依頼品を弊社リペアセンターまでお送りください。
（誠に勝手ながら、リペアセンターへお送りいただく際の送料はお客様のご負担でお願いいたします。）
3.当該初期不良・修理品の到着後、初期不良の場合は交換品、修理の場合は修理完了品
をお送りいたします。

免責事項
・お客様及び第三者の故意または過失と認められる本製品の故障・不具合の発生につきましては、弊社で
は一切責任を負いません。
・本製品の使用及び不具合の発生によって、二次的に発生した損害（事業の中断及び事業利益の損失、記
憶装置の内容の変化、消失等）につきましては、弊社では一切責任を負いません。
・本製品に装着することにより他の機器に生じた故障・損傷について、弊社では本製品以外についての修
理費等は一切保証致しません。



●弊社の保証規定を必ずご覧下さい●

製品名
Product name

保証期間
Warranty

型番
Product No.

製造番号
Serial No.

西暦　 年 月 日　より　1年間

11Mbps 無線LAN アクセスポイント

GW-AP11H

会社名

部署名

お名前

フリガナ

フリガナ

フリガナ

ご住所 都 道
府 県

TEL

メールアドレス

FAX

ご購入代理店名
所在地

※本保証書は日本国内においてのみ有効です。 This warranty is valid only in Japan.




